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研究成果の概要（和文）：　森林の管理・履歴に関する情報をもつ国有林史料の景観史研究への有用性を検討するため
、林相図等の地図情報および森林計画書等の記述情報から景観情報の取得を行い、森林景観形成過程を明らかにした。
樹種・林齢などの詳細な森林情報を持つこと、社会・経済的な情報が得られることから従来、景観情報の取得に用いら
れてきた旧版地図や空中写真を補完する有用な資料となり得ると考えられた。

研究成果の概要（英文）： Various natural and socio-economic forest-related data has been periodically 
recorded for nearly one century in Japan, in the form of national forest management plans (NFMPs) and 
their ancillary forest-type maps. These are precious data for investigating forest landscape history. The 
present study examined the use of these historical national forest data to estimate past forest 
landscapes and their uses. We found rich information on forest types, forest age, logging methods, and 
their local uses. In addition, we were also able to clarify the locations of past anthropogenic 
disturbances of timber and charcoal production for harvesting various edible wild plants and household 
woodwork industry by local inhabitants. Such information could be particularly useful to investigate the 
historical background of forest landscapes in detail, which could be the basis for conserving various 
ecosystem services related to cultural/biological diversity.

研究分野：林学
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１．研究開始当初の背景 
過去の土地利用や景観情報は、持続的な土
地利用管理や生物多様性管理に不可欠であ
り、森林管理にも景観史情報が必要となる。
先駆的な国有林管理の事例である「赤谷の
森」の森林計画書には、地域の森林景観史が
動植物同様に森林管理に必要なモニタリン
グ項目として明記されるなど、実務レベルに
おいても景観史は用いられつつある。 
我が国の森林を対象とした景観史研究は、
特に人間の資源利用と関連して分析されて
きた。しかし人間活動と密接に関わり形成さ
れる土地被覆・土地利用の区分において、そ
もそも「森林」という区分は「都市」「農地」
等に比較して重視されていないため、森林に
関する情報そのものが少ないという問題が
あった。  
また、森林に関する景観情報を得るために
通常用いられる空中写真・地形図・町村誌等
といった情報は、１）上空からみて得られる
情報－森林か非森林、または、人工林か天然
林－という粗い情報に限定、２）写真等のデ
ータは近年 60 年程度の蓄積しかない（時間
的制約）、３）町村誌等からは面的・広域な
情報が得られない（空間的制約）、という問
題があった。 

  
２．研究の目的 
国有林史料は、林野庁の地方部局である旧
営林局等に残された多様な森林の管理・経営
に関する史料群であり、代表的なものに森林
計画書や付属森林調査簿がある。森林計画書
は明治から大正期にかけて初めて全国を対
象として整備され、以降現在に至るまで約５
年おきに作成され、樹種や面積、林齢等の森
林資源の情報と場所毎の森林管理法（更新、
保育、伐採法）、そして採草・放牧、非林産
物利用など多様な資源利用の実態について
記述、数値両方の情報を持つ。 
これらの情報を森林景観史研究に用いる
ことで、従来の手法よりも時空間的に長期か
つ広域に詳細な情報を得ることが可能とな
る。そのため、これまで人工林または天然林、
あるいは森林または非森林という我が国の
森林景観史を樹種、林齢、施業法等を考慮し、
地域毎の多様な森林の管理と利用の実態を
反映した景観史へと発展させることができ
る。 
本研究は、森林に関する多様な管理情報を
持つ国有林史料を利用することで、従来の手
法よりも時空間的に長期かつ詳細な情報取
得の可能性を探り、これら史料の景観史研究
に対する有用性を明らかにすることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
一般に、森林管理の情報は、人工林育成の
ためのものであり、天然林地域では管理情報
が少ないといわれる。したがって、国有林史
料が天然林も含めた多様な森林景観の情報

提供をなしうるかどうかを検討するために、
調査対象地は天然林の多い地域とすること
が望ましいと考え、福島県南会津郡只見町に
位置する旧只見事業区を研究対象とした。 
本研究では、まず、(1)国立公文書館つく
ば分館（茨城県つくば市）および関東森林管
理局（群馬県前橋市）へ調査出張し、森林計
画書・森林調査簿等の史料の複写収集を行う。
次いで、(2)収集した史料を用いて経年的な
景観情報・管理情報について定量分析を行う
ため、森林管理の最小単位である小班毎の面
積、樹種、林齢、林相、使用目的等について
整理し、データベース化を行う。さらに、(3)
森林景観を形成した森林管理の実態につい
て明らかにするため、森林計画書等から森林
の利用目的別の更新方法、保育方法、伐採方
法等の時系列分析を行い、経年的な変化を明
らかにするとともに、管理法の特徴を明らか
にする。また、(4)森林管理の結果としての
景観変遷を明らかにするため、森林計画書お
よび森林調査簿等の樹種面積、蓄積、林齢等
の時系列分析を行い、森林資源量の推移を明
らかにする。これにより、現実の景観推移を
従来の手法よりも詳細な単位・情報で資源量
の面から捉えることができる。 
また、(5)森林景観は土地の所有者である
国有林の管理や利用だけではなく、国有林の
所在する周辺地域にすむ地域住民の森林利
用によっても大きく影響を受けるため地域
住民の利用を無視して森林景観形成過程を
解明することはできない。地域住民の森林利
用について、国有林史料がどのていど情報を
持ちうるのか、森林計画書等から得られる情
報を整理する。最後に、(6)従来の景観分析
手法との比較を行い、国有林史料を景観分析
に用いる長所と短所を明らかにし、国有林史
料の景観研究への有用性について検討する。 
 
４．研究成果 
(1)平成 24 年度の成果  
 国立公文書館および関東森林管理局への調
査出張から、国有林史料について戦後期、と
くに昭和 30 年代の経営計画以降の森林計画
書については、比較的史料が保存されており、
計画書・林相図ともに入手しやすいが、戦前
期のものについてはすでに廃棄され入手困
難であるものが多いことが明らかになった。 
対象地では最も古くは大正初期に最初の
森林計画書である施業案編成がなされてい
たが、すでに逸失されていた。そのため、入
手可能であった昭和初期移行の林相図およ
び森林計画書を解析の対象とした。林相図に
ついては、地理情報システムを用いてデータ
ベース化を行い、過去の林相復元を行った。 
 森林計画書の記述からは対象地について
は大正初期の計画策定以降 1940 年代頃まで
は皆伐や択伐が主体で、比較的長伐期で大径
用材の生産を計画目標としていたこと、次第
に機械化により大面積皆伐に移行していっ
たことが明らかになった。1950 年代から 60



年代にかけては長伐期から短伐期へと移行
し、より集約的な施業により収穫量の増大が
図られたこと、1970 年代に入ると地域におけ
る自然立地条件にあわせた施業が中心とな
り、伐期の延長、伐採面積や材積の減少がす
すみ、より天然林施業の積極的な推進が図ら
れたことが明らかになった。 
 
(2)平成 25 年度の成果 
只見事業区の中から、2010 年現在で天然林
面積が９割強を占める叶津地区を対象に、約
80 年にわたる森林景観を過去の森林計画図
等を用いて復元した結果、各年代における林
相・林齢構成を把握することが可能となった。
現在101年生以上の天然広葉樹林とされてい
る林分の中には、過去において択伐、皆伐、
林種転換等の人為撹乱の履歴を持つ林分が
含まれ、多様な履歴をもつ森林から構成され
ていることが明らかになり、経年的な計画図
等から得られる情報は林分の履歴を空間的
に把握するために有用であると考えられた。 
1930 年代以降の森林計画書を対象とした
施業方式の分析からは、初の森林計画編成時
に全国画一的に導入された森林施業方式か
ら対象地の自然的特性を反映した施業方式
へと徐々に変更されてきたことが明らかに
なった。 
地域住民の森林利用に関しては、昭和初期
には国有林の中には地域住民の薪炭林利用
に用いるため比較的短伐期で伐採する林分
や、開墾適地移住者や紫薇採取者の薪材等の
採取、ひらや杓子等の木工製品製作用の立木
を提供するために樹木の生長状態を考慮し
て特別に伐採を許可していた林分が設定さ
れていたことが明らかになった。森林計画書
には計画策定時時の地域の森林の写真が添
付されている場合もあり、当時の森林景観や
森林施業、地元の森林利用の様子が分かる貴
重な情報が得られることがわかった。 
 
(3)平成 26 年度の成果 
本年度は、国有林史料から得られる景観情
報と旧版地図等から得られる景観情報との
比較を行い、国有林史料の景観史研究への有
用性を検討した。天然ブナ林地域を対象とし
て①森林計画書及び付帯林相図、②旧版地図、
からそれぞれ景観を復元した結果、両資料か
らともに林相情報が得られるが、国有林史料
は樹種・林齢などのより詳細な森林情報が得
られること、さらに人間の森林利用や具体的
な施業方法など景観を形成するに至った社
会・経済に関する情報を持つことに大きな利
点があると考えられた。一方で、森林計画に
記載の林齢情報には、択伐林分については特
殊な計算方法があること、天然林には最高林
齢が設定されていることがわかり、これらの
特徴を踏まえた上で林齢情報を利用する必
要があると考えられた。また、択伐、皆伐、
林種転換、不成績造林地などの多様な施業履
歴を持つ林分を空中写真上で確認したとこ

ろ、写真からは同様の林相に見える林分であ
っても森林計画史料の分析から異なる履歴
を持つ林分であることが確認できた。これら
のことから、国有林史料は景観史研究に用い
る基礎資料として従来良く用いられてきた
旧版地図や空中写真を補完する有用な資料
となりうると考えられた。得られた成果につ
いてはとりまとめて国内外の関連学会で報
告した。 
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